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牧草及び飼料作物の冠さび病特性検定試験

牧草及び飼料作物の冠さび病特性検定試験

IJ¥畑 寿@東 政則@岩見豪士・溝辺敬美

Characteristic Certification Tests for Crown Rust Sickness of Pasturage and Grains 

Hisashi OBATA • Masanori HIGASHト Takenori IW AMI and Takami MIZOBE 

<要約>国及び県で育成されたイタリアンライグラス及びエンバクについて、冠さび病の耐病性

を検定した。イタリアンライグラスでは、「山系32号jを中、「友系28号Jを強、「友系29号Jを

中と判定した。エンバクでは、「九ナ1'113号Jr詞14号Jr向日号Jr間16号jを撮強と判定した。

6 試験規模

一品種一条当たり12株+感染源2i除、 3皮復

7 検定方法

冠さび病は、春と秋にイタリアンライグラス、エ

ンバクなど牧草や銅料作物に発生し、著しくまん延

する場合がある。耐病性の劣る品種は、株が黄褐色

をまして減収し、乾物収量や消化率等に影響を与え

牧草、錦料作物の重要な病害となっている。当場は

昭和51年より閤及び国の指定を受けた県の指定試験

地で育成された牧草、銅料作物の耐病性について検

定を行い、牧草育成の資料としている。

飼料作物検定試験実施要領(平成13年4月)による

イタリアンライグラス

試験方法

1 1:共試品種及び系統

表 1の8品種3系統を供試した0

2 ほ場

宮崎県西諸県郡高原町 宮i詩集畜産試験場畑地

(黒色火山灰土粗砂壌土)

3 播種類

(1) 秋播き:平成同年10月7日

(2) 春播き:平成17年 3月 1日

4 播種法及び播種蓋

条間60cm、株間30cm、点播、 1株当たり0.3g

5 施肥量(kg/a)

三要素肥料(成分量)、 N:0.3、P205:0.3、K20:0.24

苦土石灰、 10 溶性燐杷、 2

表 1 供試品種及び系統

育成場所 備 考

山口農試 2n短期利用型

ニオウ夕、、チ 標準 2 n樫期利用型

3 タチマサリ 比較 2 n趨期利用型

ワセユタカ 比較 2 n短期利用型
一一一一一一一一一一一一一一 一日一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

友 系 29 茨城畜試 2n短期利用型

6 ワセアオノて 諜準 2 n短期利用型

7 タチワセ 比較 2 n鎧期利用型

8ハタアオノイ 比較 2 n短期利用型
一一一一一一一一一一一一一一一一一一}同一一一一日一一一一

9アキアオパ 諜準 4n極長期示j吊型

10友系 28 茨城畜試 4n極長期利用型

11ハイフローラ 比較 4 nハイブワットライグラス

結果及び考察

1 秋播き

(1) 生育状況

表2に発芽と出穂、の調査結果を示した。播種

後3日目に「山系32号」、 4日自に「友系29号j
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と「友系28号」の発芽を確認した、発芽後の生

育はIH員調であった。

3丹28日に l番草を刈り再生草を調査した。

出穂、は短期利用型では4月19日から22Bまでに、

極長期利用型では 4月28日から 5月2日までに

確認した。

表2 秋播きの発芽および出穂

番号品種・系統名 発芽日 発芽良否 出穂、日

1 山系 32 10月10日 6.3 4丹21日

2 ニオウダチ 10月11日 4.7 4月19日

3 タチマサ 1) 10月12日 3.7 4丹19日

4 ワセユタカ 10丹11日 4.7 4月21毘
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一日一一一一一一一一一一一一一一一日一一一四一一一一一一一

5友系 29 10月11日 7.0 4月20日

8 ワセアオノイ 10月10日 6.3 4月22日

7 タチワセ 10月12日 4.0 4月19日

8 ハタアオノイ 10月10日 5.7 4月20日
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一日一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一日目

9 アキアオノイ 10月11B 6.0 4丹29日

10友系 28号 10月11日 5.3 5月 2日

11ハイフローラ 10月11日 5.7 4月28日

32 

注:発芽良否極不良~9 極良

(2) 気象概要

平年よりやや高い気温で推移し、平均気温が

平年より低かったのは l月・ 2月・ 3月であっ

た。平均気温が15度以上となったのは4月下句

で16.6度であった。降水量は平年より少なかっ

fこO

(3) 冠さび病検定

表4に冠さび病検定結果を示した。冠さび病

の初発は短期利用型では4月21自から23日で、

極長期利用裂では 4月27Bから29日までであっ

た。本年震の冠さび病は、擢病時に降雨が少な

かったため著しく進麗した。しかし、冠さび病

の進展傾向は例年と同様で、短期利用型が早く、

極長期利用型が遅かった。特に「友系28号」は

病斑の確認できない株も認められた。また、

「山系32号Jは病斑の進展が少なく標準及び比

較品種より耐病性が強いことが明確であった。

冠さび病の擢病調査は各品種系統とも擢病が

顕著となった日に行った。短期利用型は 5月11

日と12日に、極長期利用型では 5月29日に調査

した。調査後は短期利用型ではすぐに枯死した

が、長期利用型では 7月末でも青葉を維持して

いる系統があった。

(4) 判定

極短期利用型

中:山系32号(やや強)

弱:ハタアオパニコ友系29号=ワセアオパ

極弱:ワセユタカ、タチマサリ、ニオウダチ、

タチワセ

極長期利用型

極強:友系28号

強:ハイフローラ

中:アキアオパ

2 春播き

生育状況

表3に発芽と出穂の調査結果を示した。発芽

は、播種後11日から15日自に確認した。「友系

28号」は発芽が良くなかったが、その後の生育

は良好であった。出穂は短期利用型では 5月4

日から 5月18自までに確認したが、極長期利用

型は昨年同様出穂を認めなかった。

表3 春播きの発芽および出穂

番号品種・系統名 発芽日 発芽員百 出穂、日

l 山系 32号 3月12日 6.3 5丹 7日

2 ニオウ夕、、チ 3月16B 5.7 5月18B

3 タチマサリ 3丹15日 5.3 5月 7日

4 ワセユタカ 3月15日 6.0 5月 6日
一一一一一一日一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一日一一一一一一一一一一一}一一一一一一一一一

5 友系 29号 3月12日 6.0 5月15日

6 ワセアオノイ 3月12日 6.0 5月 9日

7 タチワセ 3月16日 5.0 5月 4日

8 ハタアオノて 3月14日 6.0 5丹10日
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一由一一一一一一一一一一一

9 アキアオパ 3月15日 6.0 出穂無し

10友系 28号 3丹16日 4.3 出穂、無し

11ハイフローラ 3月15日 5.0 出穂無し

注:発芽良否極不良~9 極良

発芽良否擬不良~自掻良



牧草及び飼料作物の冠さび病特性検定試験

(2) 誼さび病検定

表5に調査結果を示した。冠さび病の初発は、

短期利用型では 4丹25日から 5月2日に、極長期

利用型では5月8日から11自に確認した。本年度

の冠さび病は、器病時に降雨が少なかったため著

しく進展した。しかし、擢病の傾向は昨年度と同

様で、掻長期利用型の発病樫度は小さかった。

短期利用型では 5月中旬に病斑が拡大し顕著

となったので 5丹30日に擢病調査を実施した。

掻長期利用型では、出穂が確認できないまま 5

丹下旬に「アキアオパJの病斑が拡大したので

6月9自に擢病を調査した。調査後の大きな変

動はなかった。

また、「友系28号Jと「ハイフローラJは8

月上旬でも緑の葉を保っており、「友系28号」

は越夏する可能性が高いと感じられた。

(3) 判定

程期利用型

中(やや強) : LiJ系32号

中 :ハタアオバ>友系29号>ワセアオバ

表4 秋播きイタリアンライグラスの躍さび病検定結果

葉毎の擢病程震*
番号品種・系統名 初発

多発葉止め葉 平均

一一 33 27 30 l 山系 0~ 号
2 ニオウダチ
3 タチマサリ
4 ワセユタカ
5 友系 29 号
6 ワセアオノイ

7 タチワセ
8 ハタアオノて

9 アキアオノイ

10 友系 28 号
11 ハイフローラ
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* 調査日・短期利用型5月11B 極長勝利用型5月初日 薬及び株の催病程度は実施要領に基づく指数で数値が
小さいものほど抵抗校が強い。 株ごとの擢病程度極微~9 主主

表5 春播きイタリアンライグラスの冠さび病検定結果

葉毎の擢病程度* 多発葉
番号品種・系統名 初発

多発葉止め葉 平均

27 28 28 

45 35 40 

54 50 52 

48 50 49 

33 33 33 

42 34 38 

62 63 63 

30 36 33 

1 山系 32 号
2 ニオウ夕、、チ

3 タチマサリ
4 ワセユタカ

5 友系 29 号
6 ワセアオノて

7 タチワセ

8 ハタアオノf

9 アキアオノf

10 友系 28 号
11 ハイフローラ
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* 調査日:短期利用型5月30日 極長期利用主主6月6日 薬及び株の d罷病程度は実施婆領に基づく指数で数値が
小さいものほど抵抗性が強い。 株ごとの羅病程度極微~9 甚
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2 エンバク

試験方法

1 供試品種及び系統

表8の3品種4系統を供試した0

2 ほ場

宮崎県西諸県郡高原町 宮崎県畜産試験場畑地

(黒色火山灰土粗砂壌土)

3 揺種期

(1) 秋播き:平成16年9丹13日

(2~ 春播き:平成17年 3 月 1 日

4 播種法及び播璃量

条間60cm、株間30cm、点播、 l株当たり15粒

5 施肥蚤 Ckg/a)

三要素肥料(成分量)、 N:0.3、P205:0.3、K20:O.24

苦土石灰、 10

溶性燐肥、 2 

6 試験規模

一品種一条当たり12株+感染源2株、 3反後

7 検定方法

飼料作物検定試験実施要領(平成13年4月)による

表6 供試品麓及び系統

番号品種@系統名 育成場所 備考

1 九州 13 号九州沖縄農研極早生

2 九州 14 九州沖縄農研極阜生

3 九州 15 九州沖縄農研

4 九州、l16 号九州沖縄農研極平生

5 はえいぶき九州沖縄農研極早生標準

6 たちいぷき九州沖縄農研極早生比較

7 スーパーハヤテ隼雪印種菌 極早生比較

結果及び考察

1 ~火播き

34 

(1) 生育状況

表?に発芽と出聴の調査結果を示した。全て

の品種系統で播種後3日目と 4日目に発芽を確

認した。発芽は「九州、115号j と「たちいぷきJ

がやや優れた。全体的な生育は!順調であったが、

11丹上旬からすじ枯れ細窟病に，寵病した。

調査中の気温は平年並であったが、最高気温

はやや高く、蜂霜も弱かったため17年l月2自

の強い降霜まで葉は緑を保っていた。

出穂始めは「九州、115号」が最も早く 10丹30日で、

次いで「九州14号」、「スーパーハヤテ隼j、「九州

16号」、「九，'1'113号」、「はえいぷきjと続き、「た

ちいぶきJが最も遅く 11月14日であった。

表7 秋掻きの発芽と出穂

番号品種・系統名発芽日 発芽喪苔出穂、初日

l 九州 13 9丹16自 5.5 11月14日

2 九州 14 9月16日 6.5 11月 1日

3 九州 15 9丹16自 7.0 10月30日

4 九州 16 9月17日 5.0 11月 8日

5 はえいよ4き 9月16B 5.5 11丹13日

6 たちいぷき 9月16日 7.0 11月14日

7 スーパーハヤテ輩 9月16日 6.5 11月 4日

発芽良否: 1 極不良~9 極良

(2) 冠さび病検定

表8に検定結果を示した。冠さび病の発生は

全品種系統とも降霜まで認めず、 12月27日に諮

査を終了した。

(3) 判定

掻強:九1'1'113号、九州、114号、九州15号、九州16

号、たちいぶき、はえいぷき、スーパー

ハヤテ隼

2 春播き

(1) 生育状況

表9Iこ発芽と出穂の調査結果を示した。本年

3月上旬は気温が低く、各品種系統とも播種後

発芽まで2週間を要したが、発芽並び、に発芽後

の生育は全品種とも良好であった。 3月は平年

より低温であったが、その他の期間は平年より

やや高い気温で推移した。最低気温がお度以上

となったのは6月上旬で、平均気温は21.2度で

あった。降水量は平年より少なく、特に 6丹は

平年の半分であった。
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(2) 冠さび病検定

表10に検定結果を示した。冠さび病の初発は昨年

よりかなり遅く、「スーパーハヤテ隼jだけが5月下

旬に擢病した。「九州13号」・「同14号J • r同15
号J • r同16号J • rたちいぷきJ及び「はえいぷ
きJについては擢病調査(糊熟後期)まで発病しな

かった。病斑を確認した「スーパーハヤテ隼」では

わずかに拡大したが、子実の笠熟が進んだため 6月

出穂は「九ナ1'114号」が最も早く 4月30日で、

次いで、「九1'1'115号Jr九リ'1'116号Jr九川、113号」
「スーパーハヤテ隼Jrはえいぶき」と続き、

が最も遅く 5月88であった。

発芽後の生育は全品種とも良好であった。出穂、

は「九州、114号」が最も早く 4月30日で、次いで

f九州13号Jr九州、115号Jr九州'116号Jrスーパー
ハヤテ隼Jrはえいぶき」と続き、「たちいぶき」
が最も遅く 5月8日であった。

「たちいよJき

秋播きエンバクの冠さび病検定結果表 8

従前判定

03年秋山年秋

極強掻強

極強極強

極強極強
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疋
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極強
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9日に擢病調査を実施した。

擢病調査後は登熟が進み、初発を認めなかった系

統においては冠さび病は認めなかった。

本年度はエンバクの冠さび病は発生が少なかった。

春播きの発芽と出穂

(3)判定

極強:九州13号@九州、114号。九州15号@九州16号。

はえいぶき

出穂始日

5月 28

4月30日

5月 2日

5月 2日

5月 4日

5丹 8日

5月 3日

発芽良否

7.0 

6.7 

7.0 

7.3 

7.0 

7.7 

7.3 

番号品種・系統名発芽日

1 九州、113号 3丹15日

2 九州 14号 3月16日
3 九州、115号 3月羽田

4 九州 16号 3月15日

5 はえいぶき 3月15日

6 たちいぶき 3月158

7 スーパーハヤテ隼 3丹15日

表 9

:スーパーハヤテ隼5主発芽良否: 1 媛不良~9 極良

審議きエンバクの誼さび病検定結果表10
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